


Ⅰ．救急カートの運用目的
　救急カートとは、救急時（二次的救命処置）に使用する器具や薬品を収納しておくカートのことで
ある。ゆえに、救命に必要な器具や薬品を収納し、効果的な蘇生活動に使用する事を目的とする。
Ⅱ．救急カートの運用目標
1) 一日一回、定期的に点検・補充され、常に使用可能な状態である。
2）救急カート物品の収納場所は一定の場所として、リリーフ体制に対応できるよう整備されている。
3) 救急カートの設置場所は、一定の場所に定められ職員に周知されている。
Ⅲ．運用上の取り決め
1）保守・点検

・救急物品は毎日作動確認、期限切れ確認をして常に使用可能な状態にする。
・救急カートの定数を決めて毎日物品、薬品を点検補充する。　
・確認済みの場合、カートに機械カバーをかけ「救急カート点検済み」の札をカバーの上におく。　
・救急カートの点検の責任を明確にする。「救急カート点検票」は 3 ヶ月保管する。
・薬剤部による救急カートの点検は半年に 1 回実施する。
2）台帳管理について

・看護部業務改善委員会作成の「救急カート物品台帳」の様式は変更しない。
・各セクションの「救急カート物品台帳」は、状況により、定数変更や品目の追加は可能だが品目の項目
は残しておく。

・台帳の余白には各セクションで必要な品目を追加してもよい。
3）収納場所

・救急カート上段：記録物品　針・メス入れ専用廃棄容器　等
・救急カート側面：背板　アンビューバッグ　延長コード　等
・一段目　：救急蘇生薬品類：全セクションで薬品収納場所は定位置とする。定数が 0 であっても
収納場所の変更はせず、薬品表示は残しておく。

・二段目　：気道確保用救急蘇生物品
・三段目　：血管確保用救急蘇生物品
・四段目　：点滴類種々チューブ類他
4）設置場所

・設置場所はナースステーション又は処置室とすることを原則とする。
・精神神経科病棟は施錠管理する。






